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平成 30 年３月から開始した“優良集積場所の感謝状の贈呈”についてお知らせします。 

今回、東本郷地区・新治中部地区・三保地区・長津田地区にお渡しし、全１１地区に贈呈しました。 

 

 

三保地区：三保町 2558番地付近 

新治西部地区：十日市場町 905番地１付近 

十日市場団地地区：十日市場町 1258番地 

         十日市場ヒルタウン１－１号棟 

霧が丘地区：霧が丘一丁目 11 番地４付近 

長津田地区：長津田二丁目 30番付近 

 

 

 

東本郷地区：東本郷二丁目 23番 31号付近 

鴨居地区：鴨居四丁目 14番 10号付近 

竹山地区：竹山四丁目４番付近(他４か所) 

白山地区：白山一丁目 10番１号(白山住宅) 

新治中部地区：中山町 100番地付近 

山下地区：北八朔町 1508番地 

      谷津田原第二住宅(３か所) 
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６月 28 日(木)、東急中山店にて、緑区役所区政推進課と

共に３Ｒ夢(スリム)プランの推進と温暖化防止の「環境にや

さしい店頭啓発」を行いました。 

今回も、ごみと資源の分け方、出し方の分別相談の他、ご自

身の行っている環境行動と一致するところにシールを貼っ

ていただくアンケートボードを実施しました。来店されてい

た多くの方々にご協力い 

ただき、おかげさまをもち 

まして、アンケートボード 

は、シールで埋まりました。 

ブースに立ち寄 ってく  

ださった皆様ありがとう 

ございました。 

 
５月 31日 (木)、緑区役所４階ＡＢ会議室にて、広報スキル

アップ研修に出席してきました。 

研修内容については、イベントの紹介・集客・ＰＲに必要不可

欠なチラシや広報物の作成については、編集ソフト無しでの

作り方のポイントやデザインのコツ、キャッチコピー、フォント 

とサイズ、色の使い方等 

をその道のプロに分かり 

やすく説明していただき 

ました。 

今後は習得した知識を 

踏まえ、見やすく、分か 

りやすい『緑ＥＣＯ通信』 

を作成していきたいと 

思っております。 

 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみと資源の原単位 

＜ひとり一日あたりの排出量＞ 

 30年 4月 昨年同月 

横浜市平均 

うち燃やすごみ 

 ６２４ｇ 

 ４１８ｇ 

６２３ｇ 

４０８ｇ 

緑区 

うち燃やすごみ 

 ６１０ｇ 

 ４１７ｇ 

６０２ｇ 

４０５ｇ 

   

 ７月 26日（木）、さくらの郷みらい保育園にて、環境

学習「イーオ・ミーオ」人形劇を開催しました。人形劇

の中で、代表の園児数名に実際の資源物を分別体験

してもらい、正しい分別方法を理解していただきまし

た。園児達は、人形劇に興味津々で集中しながら、見

てもらい人形劇を通してごみの分別と３Ｒ夢（スリ

ム）に関して理解を深めてもらいました。最後には、

イーオとシボレンジャーグリーンが登場し、楽しくふれ

あい、一緒に写真撮影！大成功に終わりました！ 

 

フライパンは取っ手を除い

た長さが、30cm未満のものは

小さな金属類、30cm以上のも

のは、粗大ごみになります。 

 

分別相談でよくご質問いただくフライパン、炊飯器、保冷剤 

の出し方についてご紹介します。 

 

保冷剤は、中身が水の場合は

中身を空にして、水ではない場

合はそのまま燃やすごみに 

出してください。 

金属製の炊飯器は、30cm未満のもの

は小さな金属類、30cm以上のものは

粗大ごみになります。 

プラスチック製の炊飯器は、50cm未

満のものは燃やすごみ、50cm以上の

ものは粗大ごみになります。

内釜や内ぶたは、30cm 未満のものは小

さな金属類、30cm 以上のものは粗大ご

み、炭製のものは燃えないごみの日に

出してください。 

 

 ７月５日(木)、新治小学校にて環境学習を実施し

てきました。 

４年生（32人）の児童を対象にリデュース・リユース・

リサイクルの３Ｒ（スリーアール）について説明し、 

また屋外では、収集車を使って実際に児童の皆さ

んに模擬ごみの積み込み体験をしていただきまし

た。子どもたちには熱心にお話しを聞いていただ

き、大人顔負けの鋭い質問がたくさん出たことが

印象的で、子どもたちの環境問題に対する意識の

高さを実感しました。 
 

 

第 36 回ミドリンの分別ワンポイント！ 

 

 

 


